
 

おいらはキジムナー。 

おいらの一族は、はるかな昔からこの土地に棲んでいた。 

おいらたちは、海や山や川や森と友だちだった。 

おいらたちは自然の一部だったんだ。 

 

 

人間はキジムナーを恐ろしい妖怪と噂している。 

でも、たったひとりだけ友だちになってくれた人がいた。 

……せっかく友だちができたのに…… 

あんなに止めたのに……戦場に行ってしまった！ 

 

人間はどうして戦いをやめないんだ？ 

                 ＜「キジムナーの話（タルーとカマー）」末吉正子 作より＞ 

 

 

 

               

 

～語りと音楽のコラボレーション vol.3 沖縄編～ 

2016年 10 月 1 日（土）14：00～16：00 

北とぴあ 14階 スカイホール 

  

主催 ねこの手 （03-3810-8838） 

構成・演出  末吉正子 


